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１．はじめに 
 地理情報の表示・分析ができることで知られている
MANDARA は，フリーソフトウェアとして，現在バージョ
ン10を数える．MANDARAは多種多様な機能を持ちながら
も，簡便に自身でデータを作成し主題図などの表示を行うこ
とができることから，高校の地理総合において用いるGISと
して教科書に挙げられ，また市民の環境学習において用いら
れるなど，身近なGISのひとつとしての地位を確立している． 
 
２．MS-DOS版MANDARA開発の特徴 
 MANDARA の開発が行われた経緯については谷（2005）
に詳述されているが，MANDARA 初期バージョンからのユ
ーザとして，報告者らはこの論文に記載されていないいくつ
かのエピソードについて紹介したい． 
 MANDARAの当初のバージョンであったMS-DOS版の特
徴として挙げられるのは，学部生の実習や巡検レポートの作
成や卒業論文の作成に関わる機能が実装されていたことで
ある．MS-DOS版MANDARAは1992年ごろから開発が始
まり，学部生であった谷氏自身や同級生が巡検レポートや卒
業論文の作成で必要となる主題図などをいかに簡便に書く
ことができるかという「身近かつ重要な」問題に対応するこ
とを主眼として開発が行われていた．ボロノイ分割，地域傾
向面分析などの機能，回帰分析，重回帰分析， ローレンツ曲
線や散布図の作成，メッシュデータの表示，ボーリング柱状
図を整理・表示する機能は，同級生らの巡検レポートの課題
や卒業論文の作成のためにそれぞれ必要とされ，それらの要
望を反映して，機能の実装が行われた． 
 また地図データ・属性データを簡単に作成できる機能が実
装されていたが，その理由は，当時の商用のGISソフトウェ
アが学部生の論文やレポートの作成に利用するには著しく
ハードルが高かったことが挙げられる．当時，谷氏の所属し
ていた名古屋大学文学部地理学教室には，IBM PC 版の
Arc/infoが１台導入されていたが，その操作はすべてコマン
ドベースであり，また，地図データ作成用にシリアルインタ
ーフェイス接続のデジタイザがあったものの，その動作は非
常に不安定で，その操作性の面からも，また難解さにおいて
も，学部生の利用可能なものとは到底言えなかった．これに

対してMANDARAの地図データ作成は手描きの白地図をス
キャンして作成した画像データをベクター化する機能を備
えており，地図データそのものの幾何学的な正確性は実現し
ていなかったものの，何より学部生レベルで簡潔に自分の求
める主題図作成ができることが画期的であった（図１）． 

３．地理教育向けGIS としてのMANDARAへ 
 谷（2005）にあるように，Windows 95のリリースに伴い， 
MS-DOS版からWindows版へとMANDARAの開発は移行
し，自身や同級生の論文作成のためにつくられた機能の多く
は削除された．しかし谷氏自身が教育学部の教員として職を
得たこともあって，地理教育におけるコンピュータの利用に
向けた開発を氏は継続的に進め，今昔マップなどのさまざま
なソフトウェア・ウェブサービスの開発に結実していった．
近年ではウェブブラウザ上で動作する MANDARA JS を開
発し，タブレット等さまざまな端末が利用されるようになっ
た学校教育の現場において，OS に依存せずに地理情報の表
示・分析を行うことを可能にしている． 
 彼のソフトウェア開発思想の根底には，地理学の学習と教
育において，いかに簡便に地理情報の表示や分析を行うこと
ができるかという問題意識があり，それはMANDARA開発
の初期から現在まで変わらないものであるといえる． 
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第1図　 発着地の分布
a.発 地の分布b.着 地の分布

図中の円は市役所を中心として半径2kmの 範囲を示す.
Fig. 1 Distributions of origins and destinations

るデータも住所のみである.こ のような欠点がある

ものの,特 定の時期における移動が把握でき,移 動

者属性についても郵送または電話によるアンケー ト

調査で補うことができる,と いう利点も存在する.

 そこで,本 研究においては,名 古屋大都市圏の郊
外地域に位置する愛知県一宮市を対象として,電 話

帳から把握された居住地移動に関して分析を行なう

まず第Ⅱ章において,距 離帯による分析から都市内

居住地移動の全体的パターンを明らかにし,中 心市

街地から周辺への移動流が,郊 外の中核都市におい
てもみられるかどうかを確認する.そ して,第 Ⅲ章

においてアンケー ト調査の結果から移動者属性を分

析し,さ らに中心部残留者と郊外流出者の両者を分

ける要因を明らかにしていくことで,渡 辺(1978)
のモデルが一宮市という大都市圏郊外の中核都市に

おいても成り立っかどうかをみていく.

対象とする一宮市は愛知県北西部に位置し,人 口
26万2千(1990年 国勢調査による),面 積80km2

の繊維産業を核として第二次世界大戦前から発展 し

た都市であり, 1970年 時点ですでに人口は21万9

千を示していた2).1985年 から1990年 にかけての

人口増加率は2.0%と 低く,自 然増が社会増を上回
る年が多い.名 古屋市へは鉄道で15分 ほどで結ば

れており,一 宮市の15歳 以上就業者のうち名古屋

市に通勤する者は15.4%を 占めている.こ のよう
に,通 勤流動からみると名古屋大都市圏の一部であ

るといえるが,一 方で先に述べたように愛知県北西

部における古くからの商工業の中心地でもあり,大

都市圏郊外の中核都市としての機能を有 している.
一宮市の中心市街地は市役所を中心 とする約2

kmの 円内にほぼ含まれ,そ の外側は水田や畑地が

広範に残っており,名 古屋市の郊外地域であると同

時に,一 宮市市街地の郊外地域でもある.

II移 動世帯の抽出と距離帯別の分析

移動世帯の抽出は, 1990年11月16日 現在の電

話帳と, 1992年5月22日 現在の電話帳を比較して

行なつた.そ の結果, 922件 の電話加入者の住所変

更が確認され,そ の発地 ・着地を地図上に落とした
結果,第1図 が得られた.発 地 ・着地の分布パター

ンをみると,い ずれも中心市街地部分に凝集して分

布している.し かし,着 地の分布のほうが発地に比
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図１： MANDARA を⽤いて作成された図（⾕ 1995） 


